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    The Production of Short- and Long-Chain Branched Fatty Acids 
from Fish- and Squid-Extract Media by Vibrio sp. Isolated from the Stomach 
               of Marine Little Toothed Whales
Hideaki  MORII
   Seeking the origin and the  function  of short- and long-chain branched fatty acid in oil of marine 
little toothed whales, the author studied whether or not Vibrio sp. isolated from the stomach of the 
animals produce the short- and long-chain branched fatty acids from fish- or squid-extract media. 
That is, the composition of short-chain fatty acids produced by the Vibrio sp.  (V1, V2, V3, V4 and 
V5  strains  : see previous paper  (1)) from fish- and squid-extract liquid media, and the composition 
of long-chain fatty acid in the lipid of the Vibrio sp. incubated on squid-extract agar medium were 
studied by GLC. The results obtained are as follows. 
    1) In all the strains acetic, propionic, iso-butyric, n-butyric, iso-valeric (containing a-methyl 
butyric) and n-valeric acids were produced from all the fish- and squid-extract media. Acetic acid 
was ordinarily dominant, and iso-valeric acid showed a high value in some cases.  Iso-butyric acid 
was scanty in all the cases. 
   2) In all the strains saturated iso-fatty acids of iso 10 : 0-iso 18 : 0 were recognized uniformly. 
The maximum value of iso-fatty acids was iso  16  : 0 in  V1 and V2 strains and odd number of iso 17  : 
0 or iso 15 : 0 in V3 and V4 strains. 
   3) Two types of the strains which anteiso fatty acids were recognized in some strains and not 
recognized in some others. The acid compositions in the former were mostly anteiso 13 : 0, 15 : 0 and 
 17  :  0.
イルカ油脂 中のisoお よびanteiso型 の低級お よび
高級分枝鎖脂肪酸(低 級および高級分枝酸 と略記)の
成因 を明 らか にするため,前 報で はイルカ胃内か ら分
離 した微生物(1,2)に よるペプ トン ・グルコース
培地か らのこれ ら分枝酸の生成の有無 をしらべた結果,
培地中に遊離の状態 で低級分枝酸(3,4)が,ま た
菌体中に高級分枝酸(5)が 生成 される ことを述べた。
通常微生物 により培地中に生成 される遊離の低級脂
肪酸(低 級酸 と略記)組 成は培地成分 によ り変化す る。
また菌体中の高級脂肪酸(高 級酸 と略記)に ついても
同様で,事 実,ペ プ トン培地培養の場合にはペプ トン・
グルコース培地培養の場合に比べ菌体 中の分枝酸量 は
著 しく増加 し,組 成 も変化 していた(5)。
そ こで今回 は,イ ル カの餌料 であ る魚類 お よびイ
カ類か ら調製 した培地 を用い,イ ルカ胃内微生物 を培
養 した場合 でも,イ ルカ油脂中の分枝酸 と同 じ分枝酸
が生成 されるか否か,ま たその組成が油脂 中のそれ と
類似す るか否かについて検討するため,培 地中に生成
する遊離の低級酸組成 および菌体脂質中の高級酸組成
をGLCで しらべた。 なおイルカ胃内では 四∂ガosp.
が優 占し(1),し たがって油脂 中のこれ ら分枝酸 が胃
内で微生物の作用 により生成 されるとして も,そ れは
主 としてyあ 万osp.に よる と考え られたため,今 回は































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































級 酸 組 成 をTable4に 示 す 。
各 供 試 菌 株 と もisolo:o～iso1810のiso型 飽
和 酸 をほ ぼ一 様 に含有 し,ま たV3株 を除 く他 の 菌 株
で はそ の量 もか な り多か った。 そ の組 成 はV1,V2株
で はiso16:0,v3株 で はiso17:0,v4株 で はiso
15:0を 極 大 とした。なお,iso型 不飽 和酸 は確 認 で き
なか った。
anteiso型 脂 肪 酸(anteiso酸 と略 記)に っ い て は,
V1,V2株 で はanteiso13:0,15:0お よ び17:0の
奇 数 飽 和酸 を認 めた が,量 は少 なか った。 なお,不 飽
和 酸 は認 め られ なか っ た。またV3,V4株 で はanteiso
酸 の存 在 を ほ とん ど認 め なか っ た。
直 鎖 酸 は,ペ プ トン ・グル コー ス培 地 やペ プ トン培
地 で培 養 した場 合 と同様,炭 素数13以 下 の脂 肪 酸 を比
較 的 多 く含 む点 で 共通 して い た が,各 種 の高 度 不飽 和
酸 を含 む 点 で異 な り,と くにV3,V4株 で はか な り多
量 に認 め られ た。
考 察
イル カ胃 内 か ら分 離 したyあ ガosp。 は,イ ルカ の餌
料 で あ る魚類 や イカ類 か ら調 製 した 培 地 か らisO吉 草
酸 な どの 分 枝酸 を含 む低 級 酸 を生成 した 。 しか も低級
酸 は,培 地 に よ って はisO吉 草 酸 を著量 に含 み,イ ル カ
胃 内容 液 につ い て見 られ た傾 向(4,6)と ほぼ 同一
傾 向 を示 す 場合 もあ った。 す なわ ち,イ ル カ 胃内 で認
め たiso吉 草 酸 な どの低 級 酸(4,6)は,胃 内で優 占
す る これ らyあ 加sp.(1)を 主 とす る微 生物 に よ り
生 成 され た と考 え られ,ひ い て はイ ル カ 油脂 中 のisO
吉 草酸 な どの低 級 分 枝 酸 も,こ れ らの分枝酸 に由来す る
と考 え られ る。
一 方
,高 級 分 枝 酸 の うち,isO酸 に つ い て は,前 報
(5)で 述 べ た よ う にペ プ トン ・グ ル コー ス培 地 で は
v4株 はiso酸 を ほ とん ど生 成 しな か っ たが(5),今 回
イカ培 地 で は約11%のiso酸 を生 成 した。またv1,v2
株 で はペ プ トン培 地 培 養 の 場 合 と同様 にiso16:0,
V3,V4株 で はiso17二 〇やiso15:0な どイ ル カ 油
脂 中 に 多 く含 まれ る これ らisO酸 を最 も多 く生 成 し,
その 量 もか な り多 か っ た。 また,anteiso酸 に つ い て
は,今 回V1,V2株 は イ ル カ 油 脂 中 主 成 分 で あ る
anteiso13:0,15=0お よび17:0を 生 成 した が,ペ
プ トン ・グル コー ス培 地 やペ プ トン培 地 で は これ ら両
菌 株 と もanteiso酸 の 生成 を認 め なか った(5)。 す な
わ ち,通 常 イル カ に よ りよ く摂 餌 され て い るイ カ を培
地 とす る こ とで,胃 内微 生物 に よ り生成 され る分 枝 酸
組成が よりイルカ油脂 中の組成に近 づいた ということ
ができ,し たが ってイルカ油脂中の高級分枝酸 につい






カで あ り,ま た生菌数 について はこれ らの ほんの1
～2例 しか しらべて いない),そ して2)低 級分枝酸の
成因を考 えるについては,反 すう動物に見 られるよう
に(11～13)胃 内容液中の低級酸量 とア ミノ酸量および
アンモニア量 との間に相関性 があるか どうか,3)高
級分枝酸の成因を考 えるについては,同 様 に(10)胃
内容物菌体部の脂肪酸組成 とイルカ油脂 中の組成が類
似す るか どうかな どにっいて しらべ る必要が ある。
要 約
海洋性 イルカの 胃内か ら分 離 したViburio sp.に よ
り,魚 類や イカ類培地か ら生成 された遊離 の低級酸組
成,お よびイカ培地 の寒天平板上で培養 した同菌体脂
質中の高級脂肪酸組成 をしらべ,次 の結果 を得た。
1.各 供試菌株 とも,い ずれの培地か らも酢酸,プ
ロピオ ン酸,iso酪 酸,n酪 酸,iso吉 草酸,n吉 草酸を生
成 した。通常,こ れ ら脂肪酸の大部分が酢酸であったが,
iso吉 草酸 を著量 に含む場合 もあった。しか しisO酪 酸
はいずれ も少量であった。
2.い ずれ の菌体脂 質 に もiso10:0～iso18:0
を一様 に認 め,ま たV1,V2株 で はiso16:0,V3,
V4株 で はiso17:0やiso15:0な ど奇数酸 を極大
とした。
3.菌 体脂質 にはanteiso酸 を認 める場合 とそ うで
ない場合があ り,そ して前者の場合の成分 は主 として
anteiso13:0,15:0お よび17:0で あった。
終 りに,本 論文の こ校閲 をいただいた東北大学農学
部教授金田尚志博士に対 し謝意を表す る。
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